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ロート製薬は2019年に定款を変更し、「社会の公器」としての使命を持ち、

長期的視点で、取り巻く全ての人たちと協働して社会課題を解決し、

これにより得られた便益を共有すると改めて宣言しました。

健全な事業によって生まれた利益は、当社が目指す理想の健康・健全な社会を

実現すべく再投資していく一方で、同じく長期的視点で当社をご支援いただく

ステークホルダーの皆様には適切に配分、還元していきます。

ロート製薬のコアバリューである「健康（Health）」は、社会課題にしっかり向き合い、

未来の社会システムを構築するためのキーワードです。

ロート製薬は、商品やサービスを通じて広く社会へ「健康」を届けるとともに、健康という視点から

「社会（Social）」や「環境（Environment）」への価値をそれぞれ独自に作り出していきます。

こうして、ロート製薬と社会を「健康」で「つなぐ（Connect）」とともに、

取り巻く全ての人々と連携し、協働していく「ESH」を推進することによって、

長寿を健康で幸せに過ごすことのできる社会を実現していきます。

Profit Sharing Policy

Stakeholders

－ ロート製薬のプロフィット・シェア・ポリシー －

－ ロート製薬を支えるステークホルダー －

ESH
－ 私たちが大切にする「ESH」 －

「健康」で「つなぐ（Connect）」長寿社会を実現する

・
・
・
・
・

会長メッセージ
社長メッセージ
経営ビジョン2030
製品・サービスの歴史
ロート製薬の新たな挑戦
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わたしたちが大切にするESH
Health（健康）
Social（社会）
Environment（環境）
Governance（統治）

・
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・

ＥＳＨ推進を可能にする財務基盤
社外取締役メッセージ
データ集
経営理念
コーポレートデータ

編集方針 

（仕入れ先・販売先）

売上を着実に拡大することによって、
取引先に対する

支払いを増やすだけでなく、
取引先の雇用を生み出す

原動力とする。

取引先
売上、利益の着実な増加と、
社員の働きに応じて、

給与や福利厚生、教育・研修などを
通じて適切に還元していく。
健康経営の推進により、
社員やその家族の

心身の健康づくりを支援する。

社員・家族

商品やサービスを
適正な価格で提供することで、
心身の健康づくりに貢献する。

また、健康増進につながる知識の普及や
啓発活動を通じて、

人々の美や健康に貢献する。

生活者・未来世代

長期視点に立ち、社会に
真に貢献できる企業となることで
企業価値の増大に努め、

「配当性向25%」を基準としつつ、
業績に応じた配当を実現する。

株主・投資家

事業活動によって得られた利益を
税として納めることで
社会貢献を果たす。

また、地域の人々への貢献を目指す。

国・地域社会

当社を取り巻く全ての人々に、当社が大切にする価値観や目指す大きな
ゴールにご理解、共感をいただくことを目的に、「ヘルスバリューレポート」
を発行しました。健康（Health）、環境（Environment）、社会（Social）
において当社が実現すべき価値についてご理解いただければ幸いです。

注意事項

この資料に記載されている当社の現在の業績、計画、戦略などのうち、歴史的事実でない
ものは、将来の業績に関する見通しであり、これらは現在入手可能な情報から得られた当社
の経営者の判断に基づいています。したがって、実際の業績はさまざまな要因の変化により
記述している将来見通しとは大きく異なる可能性があることをご承知おきください。
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長寿を健康で、幸せに過ごすことのできる、持続可能な
社会の実現に向けて、常識の枠を超えて挑戦していきます。

MESSAGE FROM THE CHAIRMAN

MESSAGE FROM THE CHAIRMAN
会長メッセージ

山田 邦雄
代表取締役会長

代表取締役会長

2020年11月

2020年は新型コロナウイルスの世界

的な流行により、これまで当たり前とさ

れてきた概念が打ち砕かれ、個人や社

会も新しい在り方が問われるようになり

ました。企業を取り巻く環境も、これま

で培ってきた常識が通用せず、標準化

やモデル化を得意としてきた日本企業

が苦手としてきた個の尊重や柔軟な対

応に否が応でも適応しなくてはならなく

なっています。従来、ESG投資や

SDGsといった考え方が叫ばれ始めて

いた中で、今後、社会の持続可能性

（サステナビリティ）において、企業の

社会的責任と役割はますます重要に

なっていくでしょう。

社会が抱える課題の数々は、それぞ

れが密接につながり合っています。持

続可能な社会づくりが必要な今だから

こそ、近視眼的な思考に陥るのではな

く、30～50年先の未来をしっかり見据

えることが大切です。50年後であって

も当社の若手社員の子世代が社会の

中心で活躍していることを思えば、決し

て遠い未来ではありません。私たち自

身の未来です。だからこそ、30～50年

先の未来を見据え、長期視点で物事を

考えることは非常に重要な経営戦略で

す。持続可能な未来のために、どういっ

たゴールを目指すのかは、今現在の事

業戦略そのものです。

健康や医療の世界では、今後30～

50年で治療技術の大幅な進化が予測

されるだけでなく、病気をいち早く見つ

ける診断技術や、そもそも病気にかか

らないようにする予防技術の発展が進

み、人類はますます長寿化していきま

す。そうした中、すでに世界的にも類を

見ない長寿先進国である日本におい

て、長寿を楽しみ、幸せだと思える社会

づくりができれば、これから長寿化して

いく世界の国々にも大いに参考にして

いただけます。長寿を健康で幸せに過

ごすことのできる新たな社会システム

の構築に向けて、当社は製薬を通じた

治療への貢献のみならず、病気になる

前の予防や診断、食を通じた健康づく

りなど、健康を幅広く捉えながら社会へ

貢献していきます。同時に、働いている

人が幸せになれるような会社や社会の

仕組みづくりにも積極的に関与するこ

とで、当社自身が先進的な企業モデル

を目指していきます。　　　　　　　

　新たな社会システムや先進的な企業

モデルの構築に向けて、当社を取り巻

くさまざまな人々やパートナーと大きな

チームを組み、チームの一員として取り

組んでいきます。会社や日本を内と外

に分け隔てるのではなく、壁を取り払っ

てつながっていくオープンマインドが必

要です。少子高齢化が進む日本には海

外から若い人材に来てもらい、本当の

意味でのダイバーシティを実現してい

きます。また、当社の社員も仕事以外に

家族や地域といった社会との関係がそ

れぞれにあり、マルチに何役もこなして

います。そうした社員を会社として囲い

込むのではなく、すでに兼業解禁を他

社に先駆けて実施しているように、むし

ろ社員一人ひとりがしっかり自立し、社

会とのつながりを充実させることで、社

会への貢献を果たしていきます。

当社としては、創業以来、一貫して大

切にしてきたコアバリューである健康

（Ｈｅａｌｔｈ）を軸に、環境（Ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔ）

や社会（Ｓｏｃｉａｌ）において価値の実現

に長期視点で取り組むことで、当社を

取り巻く人々と協働しながら社会の課

題解決に取り組んでいきます。当社を

取り巻く全ての人々には、当社が大切

にする価値観や目指す大きなゴールに

ご理解、共感をいただきながら、長期に

わたってご支援いただければ幸いで

す。
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MESSAGE FROM THE PRESIDENT

MESSAGE FROM THE PRESIDENT

変化の激しい時代と呼ばれ始めて久し

いですが、現代社会は「VUCA（ブー

カ）時代」と称されています。VUCAと

は、変動性（Ｖｏｌａｔｉｌｉｔｙ）、不確実性

（Ｕｎｃｅｒｔａｉｎｔｙ）、複雑性（Ｃｏｍｐｌｅｘｉｔｙ）、

曖昧性（Ａｍｂｉｇｕｉｔｙ）の4つのワードの

頭文字をつなげた言葉で、「あらゆるも

のを取り巻く環境が複雑性を増し、将

来の予測が困難な状態を指す」とされ

ています。現在のビジネス環境は、まさ

に予測不能。将来を見通しにくい厳し

い環境に置かれています。そんな不透

明性が高い時代には、しっかりとした価

値観の上に、自らの立ち位置を確認し、

どこへ向かうべきかなど、将来の青写

真を描くことが重要と考え、ロート製薬

は創業120周年を迎えた２０１９年2月

に、２０３０年のありたい姿を示す経営

ビジョン「ＣｏｎｎｅｃｔｆｏｒＷｅｌｌ-ｂｅｉｎｇ」を

策定しました。

　Well-beingとは、人々が心身ともに

健康で、社会的にも健康な状態を指

し、幸せを感じながら毎日の生活を送る

ことができる状態のことです。幸福には

心と身体が健康であるだけではなく、

幸せを感じながら日々イキイキと過ご

すことが大切であるという意味が込め

られています。当社は、世界の人々がで

きるだけ長い時間Well-beingを感じる

ことができるように、薬だけに頼らない

製薬会社として、既存の医薬品やスキ

ンケアのみならず幅広く事業をつなぐ

（Connect）ことで、健康長寿社会の

実現に貢献していきます。

　Connect for Well-beingという経

営ビジョンの策定と併せて、今後10年

間で当社が注力していく事業領域を明

確にし、各領域で目指す姿として「事業

領域ビジョン」をそれぞれ定めました。

事業領域ビジョンは、OTC医薬品（一

般用医薬品）、スキンケア、機能性食

品、医療用眼科領域、再生医療、開発

製造受託（CDMO）の6つで構成され

ます。

　たとえば、OTC医薬品では、主力と

するカテゴリーのさらなる強化を図るほ

か、未保有のカテゴリーであっても提

携やM&Aなどの選択肢を視野に入れ

ながら、ラインアップを拡充していく戦

略を進め、OTC医薬品で日本のリー

ディングカンパニーになることを目指し

ます。また、病気にかかる手前の未病・

予防分野で第3の柱を作るべく機能性

食品を育てていくほか、ライフサイエン

ス領域として再生医療の確実な事業化

を進めていきます。

　当社は2030年の経営ビジョンと事

業領域ビジョンを通じて、目指すべき

ゴールを明確に掲げることで、ゴール

や価値観を共有できるビジネスパート

ナーと積極的に連携していきます。さま

ざまな形で連携や共創を模索すること

で、Connect for Ｗｅｌｌ-ｂｅｉｎｇを実現

していきます。

医療財政が逼迫する中で、限られた資

源である医療費をどの分野へ投入して

いくべきなのか、日本全体で真剣に考

えなければならない時期に差しかかっ

ています。増え続ける医療費の抑制に

向けて、医療用医薬品からの「スイッチ

ＯＴＣ」がますます加速すると考えられ

ます。また、病院にかかる前に自分自身

で健康を守る「セルフメディケーショ

ン」は、健康寿命の延伸に加えて、医療

費削減の面でも重要なカギとなります。

スイッチＯＴＣ、セルフメディケーション

の重要性が今後さらに増すことで、健

康寿命に対するＯＴＣ医薬品への期待

が社会全体で高まり、市場は自ずと拡

大していくと見ています。当社はすでに

眼科薬や外皮用薬、胃腸薬、漢方薬な

どの充実したカテゴリーを持っていま

すが、そうした市場拡大を見据えて、新

たな自社ブランドの構築や他社との連

携などによって、ＯＴＣ医薬品のライン

アップを拡充していきます。こうして、

時代の流れを先読みしながら、人々や

健康長寿社会に貢献できる体制を整え

ていきます。

　また、ＯＴＣ医薬品の拡販と併せて、

機能性食品などの食品事業にも力を入

れていきます。薬や医療の進歩だけに

頼って健康寿命を延ばしていくことは

困難で、病気にかかる手前の未病・予

防が重要になってきます。明確なエビ

デンスをもとに開発した機能性食品を

提供し、食を通じて栄養をバランスよく

取っていただくことで、人々の健康寿

命を延ばす一助にしていきます。

　世界は今、日本が超高齢社会をどう

乗り越えていくのか注目しています。中

国をはじめとするアジア諸国は、日本

から２０年ほど遅れて高齢社会に突入

すると予測されており、将来的には日

本での経験をアジア諸国などの海外に

おいて積極的に展開していきます。

２０３０年の経営ビジョン、事業領域ビ

ジョンの実現に向けては、戦略・戦術へ

の落とし込みはもちろん、その戦略・戦

術を着実に実行できるような組織体制

を構築していきます。事業を広くつない

でいく（Connect）ためにも組織が綿

密に連携していることが大切で、組織

同士、社員同士が互いに強い信頼関係

で結ばれ、一体となってつながる

（Connect）ことが必要不可欠です。

　当社は創業以来、社員を大切にする

家族主義的な経営をしてきました。そう

した経営姿勢を基本にしてきたことで、

社員一人ひとりが会社に対してロイヤ

リティを持ち、会社や社会に役に立ち

たいという社員を多数輩出してきまし

た。加えて、当社には「こだわり」「挑

戦」「人がやらないことをやる」といっ

たＤＮＡが脈々と流れ、誰もが無理だと

思う難易度の高い課題へも「難しいか

らこそ、やる」と果敢に挑戦し、成功と

失敗を積み重ねてきました。

　こうしたチャレンジ精神が旺盛な企

業文化こそ、他社にはない当社ならで

はの強みであり、社員一人ひとりの自

立した個の力と高い技術力になってい

ます。今後はそうした個人力と技術力

をベースにしながら、チーム力や部門

間連携をよりいっそう強化していきま

す。チーム力や部門間連携を進める仕

組みづくり、制度づくりにも着手し、真

の信頼関係を築けるような一体感ある

組織を作り上げていきます。強固な組

織を根付かせながら、ビジョンを社員一

人ひとりに腹落ちさせることこそが一

番の要であり、社長としての私の役割

です。ビジョンの共有によって目指すべ

きベクトルを合わせ、社員同士が膝を

突き合わせて議論し合うことで、経営

ビジョン、事業領域ビジョンを実現して

いきます。

Connect for Well-beingを目指すこ

とによって、人々が幸せを感じながら毎

日を送れるような社会的な健康への貢

献を果たしていきます。折しも世界で

は、国連の「持続可能な開発目標

（SDGs）」の達成やESG経営が叫ば

れ、社会価値への取り組みが強く求め

られています。美と健康に貢献し続け

る当社らしいアプローチとして、当社の

コアバリューである健康（Health）を軸

にしながら、環境（Environment）や社

会（Social）において価値実現を目指

す「ESH」を力強く進めていきます。

　社会（S）を健康にするために当社が

担うべき役割として、地域・地方の再生

や次世代の子どもたちへの支援があり

ます。東京一極集中が加速する現状に

対して地域や地方を豊かに再生してい

く、未来を担う子どもたちの健康や学

びを応援していくことが、社会全体の

活性化に寄与すると確信しています。

地域や地方に人々が定着しながら、子

どもたちが健やかに暮らせる明るい社

会を築いていくことが、社会全体の健

康や持続可能性につながると考えま

す。環境（E）に対しては、化粧品でつめ

かえ用パウチを他社に先駆けて導入し

たように、プラスチックボトルをバイオ

プラスチックへ切り替えるなど、地球の

健康を守るために必要な対策を着実に

進めていきます。

　環境への配慮は、社会的にもお客様

自身の意識としても確実に高まってお

り、当社独自の環境マークを開発し、商

品デザインに順次導入していきます。

言うまでもなく、そうしたESHの推進に

は健全なガバナンスが不可欠です。

2030年の経営ビジョン実現に向け

て、取締役会の実効性を着実に高め、

コーポレート機能のさらなる強化を図る

ほか、財務の健全性を維持していきま

す。企業としての健康、健全性にしっか

り配慮しながらも、「ESH」という実現

すべき価値を追い求め、社会的な健康

へ積極的にコミットしていきます。

　当社はこれからも常識の枠を超えて

挑戦し、人々と社会の健康に貢献して

いきます。そして、価値観の共有による

強い組織力とパートナーとの連携、共

創によって、Connect for Well-being

という2030年の経営ビジョンを実現し

ていきます。今後とも末永いご支援と一

層のご鞭撻を賜りますよう、よろしくお

願い申し上げます。

経営ビジョン2030の
実現を目指して

ＯＴＣ医薬品や
機能性食品の成長機会

当社の優位性を活かした事業の拡大と新しい分野への挑戦で、
2030年の経営ビジョン
「Connect for Well-being」を実現していきます。

社長メッセージ

杉本 雅史
代表取締役社長


